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第 342号 2024年 7月 26日 

防衛省による「防衛外交」 

——再活性化されたASEAN諸国と太平洋島嶼国への関与 

理論研究部政治・法制研究室研究員 相澤 李帆 

キーワード：防衛外交、インド太平洋、ASEAN諸国、太平洋島嶼国 

はじめに 

防衛省によるインド太平洋地域諸国への「防衛外交」が進展している。2023 年 6 月のシャングリラ会

合において、浜田靖一前防衛大臣は「シャングリラ会合が IISS によって防衛外交の重要な舞台と位置づ

けられているように、各国の国防当局による外交的努力は国際社会の平和と安定にとって重要な要素」

であり、「日本の防衛省としても、日本政府全体の外交努力に貢献するよう、各国の防衛当局との間で、

平和に向けて防衛面での外交的な努力を積極的に推進する」と述べた1。その後、木原稔防衛大臣によっ

て ASEAN 諸国や太平洋島嶼国に対する新たな防衛協力イニシアティヴやコンセプトが発表され、インド

太平洋地域諸国への関与が強化されている。本稿は、こうした防衛省による「防衛外交」努力を紐解き、

その特徴を考察する。 

定義 

日本の安全保障政策を支えてきた研究者及び実務家によって、「防衛外交」は「主に平時において、自

国の外交・安全保障目的の達成に向けて、国防当局ならびに軍の有する資産を他国との協力に用い、自ら

に望ましい影響を及ぼすこと」と定義されている2。具体的な手段としては、防衛当局間の交流や協議、

艦艇や航空機の寄港や寄航、共同訓練、能力構築支援等が含まれる3。防衛省として直接及び公式に「防

衛外交」という用語を用いた例は確認されていない4。前述の浜田前防衛大臣のシャングリラ会合におけ

るスピーチの中では、「防衛外交」という用語自体は使用されているものの、防衛省としての取組につい

て直接言及する際には「防衛面での外交的な努力」という表現が用いられている5。先行研究では、防衛

省が従来使用してきた「防衛協力・交流」や「安全保障協力」は、「防衛外交」と同義のものとみなされ

ている6。 
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再活性化された ASEAN諸国と太平洋島嶼国への関与 

「防衛外交」の具体的な各種手段をパッケージ化し、防衛協力の方針として示す努力は「ビエンチャ

ン・ビジョン」等に見られるように度々行われてきた。2023 年度は新たに ASEAN 諸国と太平洋島嶼国

に対して以下のイニシアティヴとコンセプトが発表された。ここでは、それぞれの特徴を概観した後、両

方針に共通して示されている地域の将来像と地域間連携の志向について考察する。 

（1）対 ASEAN：「防衛協力強化のための日 ASEAN大臣イニシアティヴ」 

＜概要：共有している地域の将来像の確認と 4つの協力の柱の提示＞ 

日 ASEAN 友好協力 50 周年を迎えた 2023 年 11 月、日 ASEAN 防衛担当大臣会合開催の折、「防衛協力

強化のための日 ASEAN 大臣イニシアティヴ（Japan-ASEAN Ministerial Initiative for Enhanced Defense 

Cooperation: JASMINE）」、通称「JASMINE（ジャスミン）」が発表された7。「JASMINE」は地域の将来像に

ついて、日本と ASEAN 諸国が「自由で開かれたルールに基づくインド太平洋地域を促進するとの共通の

考え」を有していることを確認した8。そしてその実現に向けて「互いの努力を結集させる」ことを ASEAN

諸国に対して呼びかけた9。具体的には以下の 4 つの柱が掲げられた。 

(1) 日 ASEAN で力や威圧によるいかなる一方的な現状変更も許容しない安全保障環境の創出 

(2) 日 ASEAN 防衛協力の継続と拡充 

(3) 日 ASEAN 防衛関係者の更なる友情と機会の追求 

(4) ASEAN・日本・太平洋島嶼国の連携の支持10 

基本的に、（1）は伝統的な安全保障課題に関する協力、（2）は気候変動やサイバー安全保障などの新興

安全保障課題に関する協力、（3）は人的基盤の強化、（4）は地域間連携の強化を示している11。 

＜特徴：協働する日 ASEAN＞ 

「JASMINE」の特徴は、協働する関係として、日 ASEAN を再定義したことにある。従来、防衛省は

「ASEANへの防衛協力の方向性に関する全体像を示した」「ビエンチャン・ビジョン 2.0」に基づいて12、

「ASEANの中心性・一体性・強靭性に資する取組」をすすめてきた13。他方で「JASMINE」は、「日本が

ASEANと共に進めたい具体的な防衛協力の内容」を示したものと説明されている14。ここから「JASMINE」

は、ASEAN 諸国を単に支援の対象としてではなく、地域の安全保障のために協働するパートナーとして

捉えていることが分かる。 

協働するパートナーとしての ASEAN を求めた背景には、厳しさを増す安全保障環境があるようだ。防

衛省は「安全保障環境が厳しさと複雑さを増し、共有しているインド太平洋地域の将来像の実現が試練の
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時を迎えている中で、 日 ASEAN の防衛協力関係を新たな段階へと進めるため」に「JASMINE」を発表し

たと説明している15。協力の第 1 の柱にも掲げられているように、「日 ASEAN で力や威圧によるいかなる

一方的な現状変更も許容しない安全保障環境」を創出しようとする試みを活性化することに主眼が置か

れたイニシアティヴであるといえよう。 

 

（2）対太平洋島嶼国：「太平洋島嶼国地域における一体となった安全保障の取組のための協力コンセプト」 

＜概要：3つの基本原則と 2つの連携の提示＞ 

2024 年 3 月、対面では初の開催となる「日・太平洋島嶼国国防大臣会合（JPIDD）」における大臣基調

講演の中で、「太平洋島嶼国地域における一体となった安全保障の取組のための協力コンセプト」、通称

「5 つの協力コンセプト」が発表された16。このコンセプトの下で、以下の 3 つの原則と、2 つの連携が

示された。 

（原則 1）太平洋島嶼国の中心性、一体性、オーナーシップの尊重 

（原則 2）対等で相互に恩恵をもたらし協力し合う関係の強化 

（原則 3）太平洋島嶼国・日本・ASEAN の連携の支持 

（連携 1）JPIDD と SPDMM との連携の強化 

（連携 2）JPIDD と PALM との連携の強化17 

原則 1 から 3 については、太平洋島嶼国との協力の基本原則・重点が示されている。連携 1 と 2 につ

いては、当該地域における会議体間の連携を謳っている18。 

＜特徴：太平洋島嶼国の自主性を尊重した防衛協力の精神・方針＞ 

太平洋島嶼国との防衛協力は限定的ではあるものの徐々に進展しており、艦艇・航空機による寄港・寄

航、親善訓練、能力構築支援事業等が行われてきた19。「5 つの協力コンセプト」はこうした防衛協力の発

展の上に、改めて協力の精神と方針を示したものである。太平洋島嶼国地域における協力の全体像と実

施原則を掲げているという点で、太平洋島嶼国版「ビエンチャン・ビジョン」ともいえるかもしれない。 

中でも、防衛協力の基本原則として、太平洋島嶼国の自主性の尊重が強調されている。本コンセプトが

発表された大臣基調講演の中で、太平洋島嶼国地域の「秩序の守り手の中心」は太平洋島嶼国であると述

べられている20。こうした考え方は特に原則 1 に明確に示されている。原則 1 は太平洋島嶼国が主役であ

り、太平洋島嶼国が一丸となって、太平洋島嶼国自身によって、この地域の将来が形作られるべきである

ことを説いている21。このように太平洋島嶼国の自主性を尊重することで、パターナリズムや大国間競争

といったナラティブを遠ざけると同時に、太平洋島嶼国の対中傾倒への警鐘を鳴らしているとも解釈で

きる。 
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「JASMINE」と「5つの協力コンセプト」の共通点 

（1）地域諸国が受け入れ可能なインド太平洋の将来像の提示 

両イニシアティヴ・コンセプトには 2 つの主要な共通点がある。まず、対立構造をルール・法の支配に

基づく国際秩序を堅持する側と挑戦する側に分けている点である。地域の将来像として「JASMINE」は

「自由で開かれたルールに基づくインド太平洋」22、「5 つの協力コンセプト」は「法の支配に基づく国際

秩序」を示している23。そしていずれのイニシアティヴ・コンセプトも、米中大国間競争というパワーの

ナラティブや、民主主義対権威主義といった価値のナラティブを採用していない。 

こうした踏み絵を踏ませない、地域諸国が望むインド太平洋の将来像の共通項を、ルール・法の支配に

基づく国際秩序として示すことで、地域諸国の「努力を結集」させることを試みているのだろう24。 

（2）地域間連携の促進 

次に、地域間連携、特に「ASEAN・日本・太平洋島嶼国の連携」を重視している点である。こうした地

域間連携の促進は、「JASMINE」では 4 つ目の柱、「5 つの協力コンセプト」では 3 つ目の原則として掲げ

られている。具体的な取組として紹介されているのは「乗艦協力プログラム」である25。防衛省は 2023

年 8 月に実施された「第 5 回日 ASEAN 乗艦協力プログラム」にあわせて、「日太平洋島嶼国及び東ティ

モール乗艦協力プログラム」を同時期に初めて開催した26。本年度 6 月にもこれらは同時期に実施されて

いる27。 

地域間連携の志向は、ASEAN 諸国・太平洋島嶼国間に留まらない。例えば、2023 年 11 月に開催され

た「第 2 回日 ASEAN サイバーセキュリティ能力構築支援」には、ASEAN 諸国のほか、オブザーバーとし

て、スリランカ、バングラデシュ、モルディブからも参加を受け入れている28。 

こうした日 ASEAN 関連事業へのインド太平洋地域諸国の受け入れは、限られたリソースで防衛省が地

域諸国への関与を拡充することを可能にするとともに、地域大の重層的な同志国連携を下支えすること

に繫がるだろう。 

むすび 

2023 年のシャングリラ会合での浜田前防衛大臣による演説、そして木原防衛大臣の下で発表された

「JASMINE」や「5 つの協力コンセプト」によって、「防衛面での外交的な努力」が再活性化されている。

これらの新たな防衛協力方針は、ルール・法の支配に基づく国際秩序が保たれるインド太平洋が共通のビ
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ジョンであることを確認した上で、この秩序の維持・増進のための連携を ASEAN 諸国及び太平洋島嶼国

に対して呼びかけている。 

こうした「…国際法に基づく国際秩序を維持・擁護」することは 2022 年の国家安全保障戦略にも掲げ

られている通り、日本の国益の 1 つである29。ルール・法の支配に基づく国際秩序が保たれるインド太平

洋の将来像に向けて互いの努力を結集させることを呼びかけた「JASMINE」そして「5 つの協力コンセプ

ト」の発表は、防衛省による「防衛協力・交流」の主眼が、単に地域諸国との良好な関係を構築すること

から、秩序の維持・擁護という国益の増進へと進展していることを物語っているのではないだろうか。ハ

ンス・J・モーゲンソーが述べたように、外交の最優先目標は「平和的手段による国益の促進」である30。

この意味では、確かに防衛省が進める防衛協力は「防衛外交」の実を帯びてきたといえるのかもしれない。 

 

1 防衛省「浜田防衛大臣の第 20 回 IISS アジア安全保障会議への出席及び各国国防大臣との会談等について
（概要）」2023 年 6 月 3 日
https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/iiss/iiss_shangrila_20th.html。 
2 渡部恒雄、西田一平太編『防衛外交とは何か：平時における軍事力の役割』（勁草書房、2021年）18頁。 
3 同上、2–3、15–16 頁。 
4 同上、68 頁。 
5 防衛省・自衛隊「浜田防衛大臣の第 20 回 IISS アジア安全保障会議への出席及び各国国防大臣との会談等
について（概要）」2023 年 6 月 3 日。 
6 渡部恒雄、西田一平太編『防衛外交とは何か：平時における軍事力の役割』（勁草書房、2021 年）11、68
頁；防衛省・自衛隊「各国との防衛協力・交流」https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/area/。 
7 防衛省・自衛隊「木原防衛大臣による第 8 回日 ASEAN 防衛担当大臣会合への出席について(概要)」2023
年 11 月 15 日 https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/j-asean/admm_08.html。 
8 防衛省「別紙：防衛協力強化のための日ASEAN大臣イニシアティヴ：ジャスミン」
https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/j-asean/pdf/asia_tokyoseminar_13th_b.pdf、1頁。 
9 防衛省・自衛隊「木原防衛大臣による第 8 回日 ASEAN 防衛担当大臣会合への出席について(概要)」2023
年 11 月 15 日。 
10 同上。 
11 防衛省・自衛隊「別紙：防衛協力強化のための日 ASEAN 大臣イニシアティヴ：ジャスミン」、2 頁；防衛
省・自衛隊「JASMINE: Japan-ASEAN Ministerial Initiative for Enhanced Defense Cooperation」
https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/j-asean/pdf/jasmine_j.pdf。 
12 防衛省「別紙：防衛協力強化のための日 ASEAN 大臣イニシアティヴ：ジャスミン」、1 頁。 
13 防衛省・自衛隊「資料 57 ビエンチャン・ビジョン 2.0」『令和 5 年度防衛白書』
http://www.clearing.mod.go.jp/hakusho_data/2023/html/ns057000.html。 
14 防衛省「別紙：防衛協力強化のための日 ASEAN 大臣イニシアティヴ：ジャスミン」、1 頁。 
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15 同上。 
16 防衛省・自衛隊「第 2 回日・太平洋島嶼国国防大臣会合（JPIDD）について」（2024 年 3 月 21 日）
https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/jpidd/index.html。 
17 同上。「日・太平洋島嶼国国防大臣会合（Japan Pacific Islands Defense Dialogue: JPIDD）」は防衛
省が主催する太平洋島嶼国との国防大臣会合ではあるものの、軍を保有しない島嶼国に加え、米国、豪
州、ニュージーランド等といったパートナー国も参加している。直近の会合には海上保安庁や民間シン
クタンクである笹川平和財団等も参加しており、広く安全保障課題を扱う国際会議体となっている。な
お、「南太平洋国防大臣会合（South Pacific Defence Ministers’ Meeting: SPDMM）」はオーストラリ
アが主催する太平洋島嶼国地域の国防大臣会合、「太平洋・島サミット（Pacific Islands Leaders 
Meeting: PALM）」は日本が主催する当該地域諸国との首脳級会合のこと。 
18 防衛省・自衛隊「第 2 回 JPIDD 木原防衛大臣基調講演」（2024 年 3 月 20 日）
https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/jpidd/pdf/20240320_keynote.pdf。 
19 防衛省・自衛隊「第 2 回 JPIDD 三宅政務官開会挨拶」
https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/dialogue/jpidd/pdf/20240319_opening.pdf、1 頁。 
20 防衛省・自衛隊「第 2 回 JPIDD 木原防衛大臣基調講演」2 頁。 
21 「中心性、一体性、オーナーシップ」の具体的な定義については原文を参照；防衛省・自衛隊「第 2 回
JPIDD 木原防衛大臣基調講演」2–3 頁。 
22 防衛省「別紙：防衛協力強化のための日 ASEAN 大臣イニシアティヴ：ジャスミン」、1 頁。 
23 防衛省・自衛隊「第 2 回 JPIDD 木原防衛大臣基調講演」2 頁。 
24 防衛省・自衛隊「木原防衛大臣による第 8 回日 ASEAN 防衛担当大臣会合への出席について(概要)」（2023
年 11 月 15 日）。 
25 乗艦協力プログラムでは各国海軍士官等の参加者に対して、海洋に関する国際法を含む各種セミナー、各
種訓練の見学、搭載航空機体験搭乗等を行っている。防衛省・自衛隊、「第５回 日 ASEAN 乗艦協力プログ
ラム」https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/cap_build/2023/20230806_asean.html；防衛省・自
衛隊「第 2 回 JPIDD 木原防衛大臣基調講演」（2024 年 3 月 20 日）；防衛省・自衛隊「木原防衛大臣による第
8 回日 ASEAN 防衛担当大臣会合への出席について（概要）」（2023 年 11 月 15 日）。 
26 防衛省・自衛隊「第 1 回日太平洋島嶼国及び東ティモール乗艦協力プログラム」
https://www.mod.go.jp/j/approach/exchange/cap_build/2023/20230806_pi_tls.html。 
27 防衛省・自衛隊「第 6 回日 ASEAN 及び東ティモール乗艦協力プログラム並びに第 2 回日太平洋島嶼国乗
艦協力プログラムの実施について」（2024 年 6 月 13 日）
https://www.mod.go.jp/j/press/news/2024/06/13b.html。 
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